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■塩尻市市⺠交流センター「えんぱーく」

 リニューアルオープン！

2 0 2 5 年

４ ⽉ 発 ⾏
05

だれもが気軽に⽴ち寄れる施設とし

て、多くの⼈々に利⽤されている

「えんぱーく」。2024年8⽉から施設

の利⽤環境向上のために⼤規模改修

⼯事が始まり、満を持して、2025年

１⽉23⽇、ついにリニューアルオー

プンとなりました。

当社は照明や太陽光発電の新設にお

いて、環境にやさしく、災害時にも

対応できるような施設づくりに貢献

しました。
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今期も社員による社内教育を⾏います。毎年春先から夏前にむけて⾏うのが恒

例になりました。その年によってカリキュラムを計画して⾏いますが、掘り下

げて⾏うのがポイントです。計画した教育内容を階層別やスキル別にわけて⾏

います。各々の良し悪しがありますが、ある⼀定レベルまでスキルを持ち上げ

ることを⽬的として⾏っています。今年のテーマは「品質管理」です。⼀⾔で

いっても品質管理は奥の深い4⽂字であります。

■社員による社内教育 〜その2〜

I N E T T � L E T T E R

□官庁関係⼯事はよくあるキーワード「検

査指摘事項」「推奨事項」「創意⼯夫」･･･

の展開

□官⺠問わず品質管理をとおして信頼関係

を厚くする提案ができるような習得。

すぐに受注には⾄らなくとも、よりよい提

案内容のご提供ができ信頼関係を築けま

す。

□着⼿前に協⼒業者から提出していただく

書類の知識向上教育。

□先輩社員による講義で、若⼿社員が専⾨

知識の習得と共有をはかるコミュニケーシ

ョンの向上。講義のあとにフリートーク時

間をもうけ世代の異なる社員同⼠で意⾒交

換することで品質管理を通じて発注者から

の評価アップのみならず、若⼿社員がこれ

から現場管理する楽しさを学んでほしいと

考えていきます。

【教育計画内容】

■Co n t e n t s

・社員による社内教育 〜その2〜
・アイネットDX便り
・感謝状



品質確保マニュアルの電⼦化、Microsoft365の導⼊、そして⼯事実績管理シ

ステムや⽇報アプリ、運転⽇報アプリの開発など、社内DX化計画は着実に進⾏

しています。取り組む題材を決める時には、【アイネットにとって必要なこと】

かどうかが１番⼤事ですが、DX化による効果が⾒込めるかも検討しています。

■アイネットDX便り

無駄な作業をなくせば⽣産性が上がって労働時間

の短縮にもつながります。また、データの電⼦化

が進めばRPA（ロボティック・プロセス・オート

メーション）に任せられる作業が⽣まれ、⽣産性

アップだけでなくミスを減らすこともできます。
今後もDX化を推進していきますが、いつかロボットが

全部代わりにやってくれる時代がくればいいですね。
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１．無駄な作業をなくすこと・・同じことを繰り返す作業をなくすための⼯夫など

２．ミスを減らすこと・・・・・⼈の介⼊頻度が⾼いほどミスも増える

３．管理が簡単になること・・・知りたい情報がすぐに⼊⼿できる、集計の⾃動化など

４．効果が持続すること・・・・短期で効果が切れたらあまり意味がない

現場マネジメントについてワンポイントで

す。施⼯管理における⼤事なことのひとつ

は、「⼯程」の管理です。作業全体⼯程のみ

ならず打合せ⽇や、作業⼯程の確認、他業

種とのすり合わせを如何に効率的に⾏うこ

とにより、各作業の効率がアップします。

効率がアップするだけでなく、つまずいた

ときには他者からの提案もいただくことで

打開策がそこにうまれます。

現場でかかる⼈件費、協⼒業者の作業効率

等、⼯事原価のコストダウンにもつながっ

ていきます。

【ワンポイントアドバイス】



2024年10⽉16⽇10時50分頃、⼩海線野辺

⼭駅〜信濃川上駅間で近隣住⺠が作業中、

JR敷地内にある光ファイバーケーブルを誤

って切断する事故が発⽣しました。その後

JR東⽇本⻑野⽀社より当社社員に光ファイ

バーケーブルの復旧作業の依頼があり社員2

名が現地に向かい復旧作業を⾏いました。発

⽣から6時間後に作業が終了しその間⼩海線

⼩淵沢駅と⼩諸駅の間の全線で運休となりお

よそ1300⼈に影響が出たということです。

その復旧作業に対し東⽇本旅客鉄道㈱⻑野⽀

社鉄道事業部より感謝状を頂きました。

■感謝状

電気⼯事業/電気通信⼯事業/
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太陽光発電事業/ソフトウェア開発

〒390-0842 ⻑野県松本市征⽮野1-5-46 
TEL（0263）28-4000 FAX（0263）28-4001

〒381-0034 ⻑野県⻑野市⾼⽥378-1 
TEL（026）224-0007 FAX（026）224-0008

〒399-0746 ⻑野県塩尻市⼤⾨並⽊町6-1 中 南 信 ⽀ 社

本     社

⻑ 野 ⽀ 社

安曇野営業所

TEL（0263）54-7510 FAX（0263）54-7517

〒399-8205 ⻑野県安曇野市豊科5870-1 
TEL（0263）31-3114 FAX（0263）31-3147

⼭ 梨 営 業 所 〒400-0062 ⼭梨県甲府市池⽥3-4-16 
TEL（055）267-9253 FAX（055）267-9254

⽊ 曽 営 業 所 〒397-0001 ⻑野県⽊曽郡⽊曽町福島2706-1 
TEL（0264）22-2254 FAX（0264）23-2254


